
経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
福岡県の5月時点での景気については、生産活動・個人消費共に足踏みしています。足元では、新型コロナ

ウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。
　（横山　博一）

5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
8.5%減の81.8となりました。
主要業種では、「汎用・生産用機械」「食料品・たば

こ」「鉄鋼」「輸送機械」全てにおいて低下しておりま
す。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設

5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比22.0%減
の2,380戸となりました。
「分譲」「給与」「持家｣｢貸家｣の全てで前年を下回り
ました。
総数は7ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 6ヵ月ぶりで前年を下回る
5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比15.8％減の約315億円となりました。
発注者別では、「市町村」は前年を上回り、「国」「県」

「独立行政法人等」「その他」は前年を下回りました。
総数では、6ヵ月ぶりに前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は3ヶ月連続で前年を下回る

2.個人消費 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

23.6％減の約402億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数や、コンビニエンスストア販売

額は、それぞれ前年同月比47.0％減の6,994台、同
10.8％減の約387億円となりました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

F u k u o k a

7ヵ月連続で前年を下回る
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5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月21件減の11件、負債総額が同42.7％減
の約12億円となりました。
負債総額は3ヶ月連続で前年を下回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、小売

業・販売業・ホテル業等が挙げられます。

1.生産活動 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
■福岡県の鉱工業生産指数（季節調整済、2015年=100）

福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所
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■福岡県の新車登録台数（前年比）
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■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の5月時点での景気については、生産活動・個人消費共に足踏みしています。足元では、新型コロナ
ウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

1.生産活動

5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
11.8%減の99.3となりました。
主要業種では、｢汎用･生産用機械工業｣｢輸送機械

工業｣｢電子部品･デバイス工業｣は低下し、「食料品･
たばこ工業」は増加しました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。　

3.住宅建設

5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比19.9％増
の1,611戸となりました。
「分譲」「貸家」は前年を上回りましたが、｢持家｣は
前年を下回り、「給与」は全年同様で推移しています。
全体では、2ヶ月ぶりに前年を上回りました。

4.公共工事

5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が
28.5%増の約218億円となりました。
発注者別では｢独立行政法人等｣「その他」が前年

を下回り、「国」「県」｢市町村｣が前年を上回りました。
全体では、2ヵ月ぶりに前年を上回りました。

5.企業倒産

5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月比3件減の4件、負債総額が同7.8％増の
約7億円となりました。
負債総額は8ヵ月連続で前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、製造

業となっています。

2.個人消費

5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
11.5%減の約111億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数は前年同月比46.1％減の

2,576台、コンビニエンスストア販売額は同9.3％減
の約127億円となりました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
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負債総額は8ヵ月連続で前年を上回る

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
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■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の5月時点での景気については、生産活動は足踏みしており、個人消費は底堅く推移しています。足元
では、新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

（数値は2020年5月時点の公表値を参照）

1.生産活動 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

7.8％減の67.5となりました。
主要業種では｢食料品工業｣｢汎用･生産用機械工

業｣が上昇しましたが、｢電子部品･デバイス工業｣｢輸
送機械工業｣が低下しました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設 3ヵ月ぶりに前年を上回る
5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比30.3％増

の696戸となりました。
「持家｣「貸家」は前年を上回り、｢給与｣「分譲｣は前
年を下回りました。
全体として3ヶ月ぶりに前年を上回りました。

4.公共工事 3ヵ月連続で前年を下回る
5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比5.8％減の約215億円となりました。
発注者別では、「国」は前年を上回りましたが、「市

町村」｢県」｢独立行政法人等｣「その他」が前年を下回
り、全体では、3ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は2ヶ月連続で前年を上回る
5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数

が前年同月同様の3件、負債総額が同126％増の約3
億円となりました。
負債総額は2ヶ月連続で前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種は、園芸業が挙

げられます。

2.個人消費 底堅く推移している
5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

2.3%減の約80億円となり、減少しています。
新車登録台数は、前年同月比49.0%減の1,600台

となり、コンビニエンスストア販売額は、前年同月比
9.0%減の約83億円となりました。
個人消費は、月次消費指数の前月対比、直近3ヵ月

消費指数平均値がプラスかつ標準偏差が基準値を超
過、以上を踏まえ、上向いたと言えます。
この結果、新型コロナウィルスの影響はあるもの
の、全体としては、底堅く推移しています。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の5月時点での景気については、生産活動は足踏みしており、個人消費は底堅く推移しています。足元
では、新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

（数値は2020年5月時点の公表値を参照）

1.生産活動 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

7.8％減の67.5となりました。
主要業種では｢食料品工業｣｢汎用･生産用機械工

業｣が上昇しましたが、｢電子部品･デバイス工業｣｢輸
送機械工業｣が低下しました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設 3ヵ月ぶりに前年を上回る
5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比30.3％増

の696戸となりました。
「持家｣「貸家」は前年を上回り、｢給与｣「分譲｣は前
年を下回りました。
全体として3ヶ月ぶりに前年を上回りました。

4.公共工事 3ヵ月連続で前年を下回る
5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比5.8％減の約215億円となりました。
発注者別では、「国」は前年を上回りましたが、「市

町村」｢県」｢独立行政法人等｣「その他」が前年を下回
り、全体では、3ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は2ヶ月連続で前年を上回る
5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数

が前年同月同様の3件、負債総額が同126％増の約3
億円となりました。
負債総額は2ヶ月連続で前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種は、園芸業が挙

げられます。

2.個人消費 底堅く推移している
5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

2.3%減の約80億円となり、減少しています。
新車登録台数は、前年同月比49.0%減の1,600台

となり、コンビニエンスストア販売額は、前年同月比
9.0%減の約83億円となりました。
個人消費は、月次消費指数の前月対比、直近3ヵ月

消費指数平均値がプラスかつ標準偏差が基準値を超
過、以上を踏まえ、上向いたと言えます。
この結果、新型コロナウィルスの影響はあるもの
の、全体としては、底堅く推移しています。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
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N a g a s a k i

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
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■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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800

経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の5月時点での景気については、生産活動・個人消費共に足踏みしています。足元では、新型コロナ
ウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

1.生産活動

5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
6.2％減の90.2となりました。
主要業種では、｢電子部品・デバイス工業｣が前年を

上回りましたが、「化学工業」｢食料品工業｣｢電気機械
工業｣が前年を下回りました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設

5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比同様の
370戸となりました。
｢持家｣「貸家」は前年を下回り、｢分譲｣は前年を上

回り、｢給与｣は横ばいで推移しました。全体では、前年
と同比率となりました。

4.公共工事

5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比107.4％増の約166億円となりました。
発注者別では、「国」「独立行政法人等」「その他」「市

町村」「県」の全てが前年を上回り、全体では、5ヵ月連
続で前年を上回りました。

5.企業倒産

5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月比2件増の3件、負債総額が同745.0％増
の約1.6億円となりました。
負債総額は2ヶ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業はございません。

2.個人消費

5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
2.3％減の約46億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数も、前年同月比47.4％減の

1,228台となりましたが、コンビニエンスストア販売
額は、同9.8％減の約59億円となりました。
個人消費は、月次消費指数の前月対比、直近3ヵ月

消費指数平均値がプラスかつ標準偏差が基準値を超
過、以上を踏まえ、上向いたと言えます。
この結果、新型コロナウィルスの影響はあるもの
の、全体としては、足踏みしています。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

前年と同比率

5ヵ月連続で前年を上回る

負債総額は2ヶ月ぶりに前年を上回る

足踏みしている

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他
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800

経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の5月時点での景気については、生産活動・個人消費共に足踏みしています。足元では、新型コロナ
ウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

1.生産活動

5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
6.2％減の90.2となりました。
主要業種では、｢電子部品・デバイス工業｣が前年を

上回りましたが、「化学工業」｢食料品工業｣｢電気機械
工業｣が前年を下回りました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設

5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比同様の
370戸となりました。
｢持家｣「貸家」は前年を下回り、｢分譲｣は前年を上

回り、｢給与｣は横ばいで推移しました。全体では、前年
と同比率となりました。

4.公共工事

5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比107.4％増の約166億円となりました。
発注者別では、「国」「独立行政法人等」「その他」「市

町村」「県」の全てが前年を上回り、全体では、5ヵ月連
続で前年を上回りました。

5.企業倒産

5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月比2件増の3件、負債総額が同745.0％増
の約1.6億円となりました。
負債総額は2ヶ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業はございません。

2.個人消費

5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
2.3％減の約46億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数も、前年同月比47.4％減の

1,228台となりましたが、コンビニエンスストア販売
額は、同9.8％減の約59億円となりました。
個人消費は、月次消費指数の前月対比、直近3ヵ月

消費指数平均値がプラスかつ標準偏差が基準値を超
過、以上を踏まえ、上向いたと言えます。
この結果、新型コロナウィルスの影響はあるもの
の、全体としては、足踏みしています。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

前年と同比率

5ヵ月連続で前年を上回る

負債総額は2ヶ月ぶりに前年を上回る

足踏みしている

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の5月時点での景気については、生産活動・個人消費共に足踏みしています。足元では、新型コロナ
ウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

1.生産活動

5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
6.8％減の80.8となりました。
主要業種では、｢汎用・生産用・業務用機械工業」「電

子部品・デバイス工業」｢鉄鋼業｣｢化学･石油製品工業｣
の全てで全年を下回りました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設

5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比26.2%減
の454戸となりました。
｢貸家」｢分譲」「持家」「給与」の全てで前年を下回り

ました。全体では、2ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事

5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比18.1％増の約51億円となりました。
発注者別では、｢独立行政法人等｣｢その他｣が前年

を下回りましたが、「県」｢市町村｣「国」が前年を上回
り、全体では、2ヶ月ぶりに前年を上回りました。

5.企業倒産

5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が
前年同月比2件増の7件、負債総額は224.5%増の約
13.9億円となりました。
負債総額は2ヶ月連続で前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業は業種でみると、ホテル

業・建築業・中古車販売業・解体工事業等となっており
ます。

2.個人消費

5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
8.4％減の約71億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数も、前年同月比49.4％減の

1,793台となり、コンビニエンスストア販売額は、同
9.2％減の約78億円となりました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

2ヵ月連続で前年を下回る

2ヵ月ぶりに前年を上回る

負債総額は2ヶ月連続で前年を上回る

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

大分県の最近の経済動向

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

40

30

20

10

0

（億円） （件数）

5

10

15

0

倒産件数

5
2019

432112111098765
2020

負債総額

日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会出所■大分県の新車登録台数（前年比）
大分県 全国 九州7県（％）

10.0
0.0

30.0
20.0

50.0
40.0

▲50.0
▲40.0
▲30.0
▲20.0
▲10.0

■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数（季節調整済、2015年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

120

110

70

80

100

90

大分県 全国 九州8県
20.0

10.0

15.0

5.0

0.0

▲5.0

▲25.0

▲15.0

▲10.0

（%）

2015 2018 2019 202020172016

▲20.0

2015 2016 2017 2018 2019 2020

2015 2016 2017 2018 2019 2020

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

100

50

0

（％）
400

300

200

100

0

（億円）

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

100

50

▲50

▲100

（％）
800

700

600

500

400

300

100

200

0

（戸）

2019
54321

2020
12111098765

2019
54321

2020
12111098765

▲100

▲50

0

前年比

前年比

（数値は2020年5月時点の公表値を参照）

FFG MONTHLY SURVEY 



経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の5月時点での景気については、生産活動・個人消費共に足踏みしています。足元では、新型コロナ
ウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

1.生産活動

5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
6.8％減の80.8となりました。
主要業種では、｢汎用・生産用・業務用機械工業」「電

子部品・デバイス工業」｢鉄鋼業｣｢化学･石油製品工業｣
の全てで全年を下回りました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設

5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比26.2%減
の454戸となりました。
｢貸家」｢分譲」「持家」「給与」の全てで前年を下回り

ました。全体では、2ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事

5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比18.1％増の約51億円となりました。
発注者別では、｢独立行政法人等｣｢その他｣が前年

を下回りましたが、「県」｢市町村｣「国」が前年を上回
り、全体では、2ヶ月ぶりに前年を上回りました。

5.企業倒産

5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が
前年同月比2件増の7件、負債総額は224.5%増の約
13.9億円となりました。
負債総額は2ヶ月連続で前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業は業種でみると、ホテル

業・建築業・中古車販売業・解体工事業等となっており
ます。

2.個人消費

5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
8.4％減の約71億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数も、前年同月比49.4％減の

1,793台となり、コンビニエンスストア販売額は、同
9.2％減の約78億円となりました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

2ヵ月連続で前年を下回る

2ヵ月ぶりに前年を上回る

負債総額は2ヶ月連続で前年を上回る

新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

大分県の最近の経済動向

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

1.生産活動 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

6.7％減の82.1となりました。
主要業種では、｢化学工業」「電気･情報通信機械」

｢電子部品･デバイス工業」｢食料品工業｣全てが前月
を下回りました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設 2ヵ月ぶりに前年を下回る
5月の新設住宅着工戸数は、前年同月28.2％減の

474戸となりました。
｢分譲｣｢持家｣｢貸家｣は前年同月を上回り、｢給与｣

は横ばいでした。全体では2ヵ月ぶりに前年を下回り
ました。

4.公共工事 3ヵ月連続で前年を上回る
5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比23.2％増の約114億円となりました。
発注者別では「その他」が前年を下回りましたが、

｢独立行政法人等」｢国｣｢市町村｣「県」が前年を上回
り、全体では、3ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は5ヶ月連続で前年を上回る
5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比1件増の2件となりました。
負債総額は5ヵ月連続で前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業は業種でみると、ホテル

業となっています。

2.個人消費 底堅く推移している
5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

0.7％減の約54億円となり前年を下回りました。
また、新車登録台数は前年同月比48.1％減の

1,662台、コンビニエンスストア販売額は6.5％減の
約70億円となりました。
個人消費は、月次消費指数の前月対比、直近3ヵ月

消費指数平均値がプラスかつ標準偏差が基準値を超
過、以上を踏まえ、上向いたと言えます。
この結果、新型コロナウィルスの影響はあるもの
の、全体としては、底堅く推移しています。

宮崎県の5月時点での景気については、生産活動は足踏みしており、個人消費は底堅く推移しています。足元
では、新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

■宮崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

西日本建設業保証出所
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■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。

1.生産活動 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

6.7％減の82.1となりました。
主要業種では、｢化学工業」「電気･情報通信機械」

｢電子部品･デバイス工業」｢食料品工業｣全てが前月
を下回りました。
全体としては、足踏みしています。

足元では、新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設 2ヵ月ぶりに前年を下回る
5月の新設住宅着工戸数は、前年同月28.2％減の

474戸となりました。
｢分譲｣｢持家｣｢貸家｣は前年同月を上回り、｢給与｣

は横ばいでした。全体では2ヵ月ぶりに前年を下回り
ました。

4.公共工事 3ヵ月連続で前年を上回る
5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比23.2％増の約114億円となりました。
発注者別では「その他」が前年を下回りましたが、

｢独立行政法人等」｢国｣｢市町村｣「県」が前年を上回
り、全体では、3ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は5ヶ月連続で前年を上回る
5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比1件増の2件となりました。
負債総額は5ヵ月連続で前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業は業種でみると、ホテル

業となっています。

2.個人消費 底堅く推移している
5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

0.7％減の約54億円となり前年を下回りました。
また、新車登録台数は前年同月比48.1％減の

1,662台、コンビニエンスストア販売額は6.5％減の
約70億円となりました。
個人消費は、月次消費指数の前月対比、直近3ヵ月

消費指数平均値がプラスかつ標準偏差が基準値を超
過、以上を踏まえ、上向いたと言えます。
この結果、新型コロナウィルスの影響はあるもの
の、全体としては、底堅く推移しています。

宮崎県の5月時点での景気については、生産活動は足踏みしており、個人消費は底堅く推移しています。足元
では、新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

（横山　博一）

■宮崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他
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■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
鹿児島県の5月時点での景気については、生産活動・個人消費共に足踏みしています。足元では、新型コロナ

ウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられます。
（横山　博一）

1.生産活動 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

2.3％減の102.0となり、業種別では｢電気･情報通信
機械工業｣｢窯業･土石製品工業｣「食料品工業」は低
下しましたが、｢電子部品･デバイス工業｣は増加しま
した。
全体としては、足踏みしています。

但し、足元では、新型コロナウィルス感染症の影響
により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

3.住宅建設 11ヵ月ぶりに前年を上回る
5月の新設住宅着工戸数は、前年同月比24.5％増

の793戸となりました。
「給与」｢分譲｣｢貸家」は前年同月を上回りました
が、｢持家」は前年を下回りました。全体では、11ヵ月
ぶりに前年を上回りました。

4.公共工事 7ヵ月連続で前年を上回る
5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比72.5％増の約238億円となりました。
発注者別では、「市町村」「国」｢独立行政法人等｣で

前年を上回り、｢県｣「その他」は前年を下回りました。
全体では、7ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は4ヵ月ぶりに前年を上回る
5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比4件増の7件、負債総額が同2,481％増の
約65億円となりました。
負債総額は4ヵ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、海運業

が挙げられます。

2.個人消費 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

35.3％増の約159億円となり前年を上回りました。
一方で、新車登録台数は、前年同月比44.7％減の

2,223台となりました。
全体としては、足踏みしています。

但し、足元では、新型コロナウィルス感染症の影響
により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他
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■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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が、｢持家」は前年を下回りました。全体では、11ヵ月
ぶりに前年を上回りました。

4.公共工事 7ヵ月連続で前年を上回る
5月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比72.5％増の約238億円となりました。
発注者別では、「市町村」「国」｢独立行政法人等｣で

前年を上回り、｢県｣「その他」は前年を下回りました。
全体では、7ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は4ヵ月ぶりに前年を上回る
5月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比4件増の7件、負債総額が同2,481％増の
約65億円となりました。
負債総額は4ヵ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、海運業

が挙げられます。

2.個人消費 新型コロナウィルス感染症の影響により、急速に下押しされ、弱さがみられる。
5月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

35.3％増の約159億円となり前年を上回りました。
一方で、新車登録台数は、前年同月比44.7％減の

2,223台となりました。
全体としては、足踏みしています。

但し、足元では、新型コロナウィルス感染症の影響
により、急速に下押しされ、弱さがみられます。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

300

250

200

150

100

50

0

（億円） （％）

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

（％）
1,200

1,000

800

600

400

200

0

（戸）
100

50

▲50

▲100

50

▲50

▲100

100

2019

2019

54321
2020

121198765 10

54321
2020

12111098765

0

前年比

0

前年比

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

（数値は2020年5月時点の公表値を参照）

40

70

60

50

10

20

30

0

（億円） （件数）

5

10

15

0

2019
5432

2020
1111098765 12

負債総額

115

倒産件数

■鹿児島県の鉱工業生産指数(季節調整済、2015年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県

120

70

80

110

100

90

■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

鹿児島県 全国 九州8県
40.0
35.0

25.0
20.0

30.0

10.0
15.0

5.0
0.0
▲5.0

▲15.0
▲10.0

（%）

▲25.0
▲20.0

日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会出所

（％）

10.0
0.0

20.0
30.0

■鹿児島県の新車登録台数（前年比）
鹿児島県 全国 九州7県

▲50.0
▲40.0
▲30.0
▲20.0
▲10.0

2015 2018 2019 202020172016

2015 2016 2017 2018 2019 2020

2015 2016 2017 2018 2019 2020

FFG MONTHLY SURVEY


